
相
州
地
方
に
放
け
る
九
月

一
目
及

一
月
十
五
田

の
地
震
に
就
い
て

上

清

嚢

次

小

出

昨
年
九
月
か
ら
本
年
二
月
迄
数
回
に
渡
-
.
童
E
L
で
相
州
及
附
妃
の
激
震
地
を
巡
険
し
だ
O
第

7
回
f
九
月
入

口
-
同
十
五
日
p
沼
津
よ
-
箱
根
を
小
田
原
に
萱
-
酒
匂
川
流
域
を
給
田
山
北
小
山
に
出
で
北
郷
柑
阿
多
野
よ
-
御

殿
場
に
至
る
聞
｡
舘
二
回
.九
月
二
十

i
ロ
ー
同
二
十
七
日
.
三
島
大
場
等
狩
野
川
平
野
､丹
那
田
代
爾
盆
地
､黄
瀬
川

和
洋
川
下
須
川
井
に
河
内
川
流
域
地
方
J

露
三
回
.
十
二
月
二
十
八
日
-
一
月
十
日
.御
殿
場
よ
-
君
達
.筒
坂
峠
を

山
中
湖
畔
に
至
-
山
伏
峠
よ
･C,道
志
川
流
域

7
帯
､舶
横
川
兼
京
間
の
基
地
及
丘
陵
地
F藤
浮
江
ノ
島
よ
り
大
磯
に
至

る
舶
模
督
沿
岸
'
平
塚
､
伊
勢
原
'
厚
木
等
相
模
川
中
野
､
大
山
p
森
野
基
地
P
波
ケ
属
峠
よ
-
甲
州
谷
村
に
至
る

山
地
｡

弟
四
回
､

1
月
二
十

l
日
-
二
月
三
日
P
小
田
原
.
園
府
浄
よ
ゎ
丘
陵
地
を
森
野
に
萱
-
酋
田
原
よ
,Jl
札
掛

･･,グル
ベ

ふツアイ

を
糧
で
丹
揮
山
に
登
と
二
回
部
.
滞
覗
寺
.
松
田
聞
.
舶
横
川
平
野
､
藤
洋
二

ハ
骨

p

中
和
田
p
戸
塚
等
の
諸
部
落

井
に
横
洛
以
商
三
浦
竿
島

1
回
｡
次
に
逓
ぶ
る
底
は
右
の
踏
査
に
よ
っ
て
知
-
得
た
革
質
の
梗
概
で
あ
る
0

州
州
地
方
に
於
げ
ろ
九
月

青

空

月
十
先
日
の
地
笠
.1
就
い
て

琵
竹

重
品



脚JP
絶

節

一
巻

節
叫ハ
数

E
E
八

三
E
]

舶
横
川
は
厚
木
町
の
北
方
二
里
許
-
の
地
か
ら
急
に
商
に
向
ひ
.
両
岸
に
低
温
な
平
野
を
つ
-
つ
て
相
模
閏
に
入

る
C
,品

中
野
よ
-
西
は
概
ね
山
地
で
'
道
志
山
塊
は
甲
斐
ど
の
閣
境
に
､
箱
粧
火
山
は
伊
華

駿
河
ど
の
圃
境
に

階
上

両
山
地
の
問
は
酒
匂
川
弥
谷
で
あ
っ
て
'
現
今

我
が
国
の
蒐
逝
titる
交
通
線
に
潜
っ
て
ゐ
る
.
舶
横
川
平
野

よ
-
兼
は
概
し
て
低
-
.
北
は
多
摩
'
都
筑
丘
陵
地
を
L･6
L
p
苗
は
三
浦
隼
島
の
丘
陵
地
で
房
州
に
射
す
る
｡
こ
の

両
丘
陵
地
は
東
神
奈
川
か
ら
戸
塚
を
経
て
藤
輝
に
至
る
低
地
で
境
さ
れ
る
O

こ
れ
等
の
地
方
は
西
北
の

f
部
に
小
柳
着
生
厨
の
-山
地
を
見
る
外
､
殆
ど
箱
三
紀
以
後
の
薯
膚
に
よ
っ
て
構
成
さ

‖り

れ
て
ゐ
る
｡
即
ち
道
志
山
塊
の
大
部
は
豪
叩車
火
山
の
推
精
に
よ
る
輝
線
岩
及
其
の
凝
次
岩
を
ま
だ
す
る
御
坂
暦
で
.

〓

こ
の

上
部
厨
に
は
石
衣
岩
が
あ
っ
て
有
孔
虫
石
衣
髄
覇
の
化
石
を
埋
蔵
し
､恐
-
は
中
新
世
の
生
成
に
か
～
る
も
の

代

思
は
れ
る
.
御
坂
瀞
の
生
成
後
其
の
中
央
部
に
は
石
其
閃
純
忠
が
逃
出
し
'
周
園
の
輝
紘
凝
衣
砦
や
石
衣
岩
に
接

触
軽
質
作
用
を
輿
へ
､
道
志
川
の
中
流
紳
地
竹
本
附
近
に
於
で
之
を
観
察
-
縛
る
｡
御
坂
厨
の
周
遊
に
は
磯
潜
砂
岩

を
韮
ビ
し
賀
意
の
薄
層
を
有
す
る
累
膚
が
あ
っ
て
.
其
の
材
料
を
御
坂
静
に
仰
げ
る
こ
ど
～
倉
石
が
漸
次
に
妊
次
麓

を
帯
び
る
こ
E
は
其
の
府
微
で
あ
る
.東
海
道
諒
駿
河
山
北
両
騨
間
に
は
こ
の
好
露
出
が
あ
-
､走
向
は
東
北
何
れ
も

箇
北
に
僻
斜
し
､南
部
は
箱
根
火
山
に
覆
ほ
れ
て
地
下
に
理
経
す
る
｡
こ
れ
を
足
柄
第
三
紀
潜
ビ
銅
し
､河
内
川
下
洗



清
水
村
矢
倉
揮
蛤
谷
よ
･Jl
は
弊
鮒
衛
､掘
足
始
､豚
足
頻
の
化
石
を
塵
す
る
｡
兼
に
山
北
輝
附
鑑
に
は
著
し
-
擬
次
贋

を
滞
ぶ
る
砂
岩
が
あ
っ
て
走
向
は
湖
北
､兼
北
に
傾
斜
し
て
足
柄
暦
を
不
整
令
に
被
覆
す
.
こ
の
異
瀞
は
開
府
津
よ
-

大
磯
以
北
の
丘
陵
地
に
も
追
跡
し
得
る
も
の
Lで
山
北
舘
三
紀
厨
だ
い

ひJJ
箱
根
早
川
厨
次
岩
も
多
分
こ
れ
/̂J
同
性
贋

の
も
の
ビ
考

へ
ら
れ
る
｡
三
浦
等
島
に
於
て
横
須
賀
金
棒
等
に
蓉
達
す
る
三
浦
厨
は
西
北
の
走
向
を
有
し
'極
め
て
擬

制

次
男
の
砂
岩
及
凝
次
岩
よ
-
成
る
瓢
に
於
で
山
北
厨
に
類
似
L
p
矢
部
博
士
に
よ
れ
ば

鮮

新
枕
に
属
す
る
も
の
で
'

何

個
狐
只

L
i
mop3istokaie11Sisは
代
表
的
化
石
で
あ
る
｡
三
浦
膚
は

一
陣
房
州
和
枝
に
磨
き
で

和
枝
山
脈
を
作
つ

fTa

LJ
が
其
後
ブ
ロ
ッ
ク
運
動

B
Iock
m
｡ven･1ent
の
た
め
に
蕃
し
-
擾
乱
さ
れ
た
.
こ
の
道
鞠
は
多
分

鮮

新

世
の
未

に
起
れ
る
も
の
ら
し
-
P
現
今
明
に
保
存
せ
ら
る
ゝ
断
層
崖
､
断
層
諏
崖
の
多
-
は
こ
の
時
代
の
生
成
に
か
ゝ
る
も

)T

の
で
あ
ら
-
｡
従
姉
'
三
浦
寧
島
は
南
に
音
-
北
に
新
し
き

l
の
累
暦
だ
鬼
倣
さ
れ
て
之
h:
q
･
)
｣

ハ
帯
に
分
け
て

あ
っ

3

LJ
が
.
近
来
其
の

東

通
皆
琴

-

が
認
め
ら
れ
壷

人
も
竿
島
の
北
井
に
横
須
賀
の
南
方
に
於
で
不
整
嫁
の
存
在
せ

る
こ
ど
な
認
め
た
｡
即
ち
北
方
の
長
沼
暦
は
武
蔵
野
膚
の
下
部
で
p
不
整
倉

を
以
て
三
浦
瀞
か
覆
ひ
p
横
山
理
学
士

に
依
れ
ば
こ
の
暦
中
の
化
石
は
北
方
種
六
%
南
方
種
四
〇
頭
に
及
び
滅
亡
璽

二
五
｡
正
好
で
あ
る
ど
い
ふ
南
方
の
大

津
厨
｡富
田
厨
は
整
骨
を
以
て
順
次
長
沼
暦
だ
晃
暦
を
な
し
'
次
舘
に
北
方
種
ビ
現
世
種
が
増
加
す
る
O
多
摩

都

筑

6

丘
陵
は
闘
戎
山
脈
党
費
の
扇
状
地
叉
は
入
江
の
堆
積
物
に
よ
っ
て
つ
-
ら
れ

恵

三
杷
暦
を
蔽
っ
て
ゐ
る
J

而

し

て

舶
横
川
中
野
/̂J
酒
旬
川
中
野
は
濃
近
位
ま
で
淘
水
の
浸
す
虞
で
あ
っ
た
ピ
恩
は
れ
る
｡

州
州
地
方
に
放
け
る
九
月

i
口
及

一
月
十
五
日
の
蕗

賢
に
就
い
て

E
州
九

器
盟



相

成

範
7髄

節

ふ
=
紙

貰

し

器流

以
北
は
舶
膜
地
方
の
地

勢
地
質
の
鵜
粟
で
あ
る
が
p

地
肌
構
造
上
注
意
す

べ
き
謂
釦
は
こ
の
地
力
の
西
に
は

ナ

ウ
マ
ン
の
フ
ォ
ッt
サ
マ
グ
ナ
ビ
押
せ
し
太
鱗
製
糖
が
あ
っ
て
遠
-
甲
斐
信
濃
に
通
る
こ
A.J
P
三
浦

隼
島
の
長
軸
の

方
向
1,J
道
志
山
塊
の
東
部
ビ
配
賦
な
る
闘
備
i･Srる
こ
/̂J
P
遺
志
山
塊
の
兼
及
苗
は
概
ね
急
鹿
を
な
し
て
舶
桜
川
準
野

又
は
秦
野
素
地
に
低
下
す
る
こ
･,JJ
P
伊
豆
宇
島
東
岸
は
南
北
性
の
小
越
す
る
こ
ビ
等
で
あ
っ
て
､
舶
摸
滑
が
沈
-
陸

地
に
潜
入
す
る
事
欝
,,J
共
に
薯
し
き
現
象
で
あ
る
0
時
に
地
震
の
結
果
は

これ
等
構
造
線
に
添
ひ
て
太
な
る
振
動
の

起
れ
る
rむ
認
め
た
O

顔

蜘
叫ー
箱
根
火
山
及
酒
匂
川
流
域

升

樺

山
の
南
.
塔
ケ
抜
上
に
た
ち
て
関
南
を
望
め
ば
､
箱
根
火
山
の
裾
野
は
綬
-
北
足
柄
､
倉
融
に
波

-
.
米
酒

匂
川
低
地
に
下
-
p
海
蝕
舟
火
山
を
覆
ふ
｡
碓
壊
さ
れ
た
神
山
､
駒
ケ
掠
､
･1
ロ
イ
デ
の
双
子
山
は
城
壁
の
如
き
外

輪
山
に
園
推
さ
れ
て
其
の
雄
姿
を
現
は
し
.
混
卜毒
し-l士
愛
鷹
よ
れ
東

城
､
大
島
の
諾
火
山
に
苧

3
ま
で
偉
大
な

レ
リ

ー
フ
は
パ
ノ
ラ
マ
の
加
-
眼
前
に
展
開
す
る
｡

7

箱
根
火
山
は
南
北
十
二
軒
p
兼
西
七
粁
S
大
カ
ル
デ
ラ
を
有
し

中

林
博
士
に
よ
れ
ば
妻
宵
山
､鷹
鞄
山
井
に
漕
閉

山
等
は
外
輪
山
の

叫
部
で
あ
っ
て
､偶
々
須
宴
川
､早
川
の
郡
谷
に
よ
っ
て
切
断
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
｡
こ
れ
大
カ
ル

デ
ラ
の
成
因
の

山
都
を
物
語
る
も
の
で
､
地
震
の
結
果
は
須
票
川
黙
谷
に
嫌
塊
を
逮
-
し
箱
根
営
造
を
崩
放
し
'
早



川
郡
谷
に
は
更
に
激
甚
か
極
め
宮
下
'
底
倉
以
下
湯
本
に
至
る
Jt*
L肝
の
間
は
人
道
1,J
言
は

す
軌
迫
･/J
い
は

や
桐
壊

し
名
高
さ

七
敵
の
大
部
を
碓
放
し
競
し
た
J
更
に
帥
山
よ
-
双
子
山
に
至
る
中
火
火
口
丘
は
閣
北
よ
-
東
南
に
連

-

こ
の
来
斜
面
に
は
大
湧
谷
早
雲
地
獄
蕩
ノ
花
揮
芦
ノ
勘
等
の
爆
裂
火
Li
又
は
視
泉
が
建
っ
て
ゐ
る
｡
こ
れ
を
東
南
に

延
長
せ
ば
鼻
鶴
岬
に
及
び
膏
潰
の
被
害
地
が
あ
-
.
西
北
に
延
点
せ
ば
長
尾
峠
か
･,緑
で
遇
に
;-
斐
信
濃
の
被
害
地
に

通
る
｡
兼
に
芦
湖
の
長
軸
を
東
南
に
延
長
せ
ば
湯
河
原
爆
裂
火
口
/̂J
長
さ
四
粁
に
及
ぶ
大
岩
脈
及
伊
東
山
淵
泉
が
あ

a
.

こ
の
錬
上
の
箱
根
町
は
全
戸
九
十
中
八
十
は
全
故
の
悲
境
に
購
っ
た
.

以
上
は
箱
根
大
火
口
を
関
北
東
南
に
斜
断
す
る
構
造
線
で
小
川
博
士
I=八
七
勘
繰
箱
根
線
芦
測
線
ご
呼
ば
れ
た
J
も
の
で

あ
る
｡
史
に
大
火
口
の
長
軸
を
南
に
徒
長
せ
ば
田
代
p
丹
那
の
示

盆
地
を
虹
て
揮
柿
相
に
過
す
る
構
造
線
が
あ
る
｡

こ
の
間
盆
地
の
成
因
に
つ
き
で
は
水
蝕
寵
火
口
寵
陪
落
説
等
の
諸
説
あ
れ
で
踏
査
の
結
果
は
朝
練
に
漕
ひ
て
鍋
状
陥

落

K
csseeb
ruch
を
塗
せ
L
に
よ
る
も
の
,JA
如
-
p
そ
の
成
因
は
何
れ
に
も
せ
よ
こ
の
構
造
孤
に
漕
ひ
で
は
箱

根

町
丹
那
等
の
被
番
地
が
通

っ
て
ゐ
る
O
以
上
箱
根
火
山
を
斜
断
す
る
詣
構
造
線
は
こ
の
大
火
山
の
地
貌
鼻
蓮
を
研
究

す
る
も
の
～
看
過
す

べ
か
ら
ざ
ム
意
識
套
刊
す
る
も
の
で
あ
ら
-
｡
酒
鶴
川
は
上
流
を
舶
滞
川
hJ,J
新
し
p谷
峨
村
の
酉

方
に
て
北
よ
,I
承

る
河
内
川
を
併
せ
て
足
柄
釣
≡
据
膳
の
間
を
横
谷
を
な
し
lTJ'究
流
し
.
山
北
附
近
よ
-
･粥
苗
に
向

ひ

て
朝
膜
潤
に
入
る
J

基
の
洪

滴
地

は
巾
五
粁
薫
十
韮
肝
p
固
化
に
延
び
た
低
地
で

あ

る
O

流

域

一
昭

震

音

浩

甚

で

あ

る

が

相

に

小
田

原

山

王

川

の

所
労

よ

り

停
車
場

の

北

(こ
の
田
近

…
月
サ
玉
田
の
地
震
に
も
二
月
の
倒
教
わ:J･出
し

州
州

抑
方
に
於
げ
,
=･九

月
7
:

及
一
月

十
前

日

の地
一班
に

就

い
て

㍑

J

亭
笥



刑
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J.■

三
Tt

た
)を
剃
野
川

に
添
ひ
足

柄
山
笹
や
谷
峨
相
に
至
針
山が
北
軍

薗

豚
津
の
西
方
よ
息

義

､飴
;
な
視
て
遺
志
地
方
に
向

ふ
枚
肘
融
に
は
灘
等
極
め
て
甚
大
で
あ
る
｡

動
面
餓
鑑
触
路
の

叫
邦
及
淡
海
.:'～,=J
餓
鑑
荘
路
に
て
下
.曾
我
崎
附
近
は
'バ

ラ
ス
ト
金
-
揺
り
崩
さ
れ
下
骨

我
畔
の
如
き
見

る
影
も
な
-
払
拭
に
蹄
し
た
｡
松
山
町
も
殆
ど
盆
滅
で
あ
る
が
.
そ
の

東
方
数
町
を
隔
て
た
川
音
川
畔
の
仰
山
ビ
西
方
油
旬
川
附
近
嵩
川
島
向
原
等
の
謂
部
落
に
御
衣
の
稀
な
る
は
意
外
に

思
は
る
ゝ
程
顕
著
従
事
貨
で
あ
る
0
山
北
線
上
の
谷
峨
柑
東
方
に
は
山
崩
崖
崩
参
上

こ
亡
に
谷
峨
躍
進
に
於
て
は

山
頂
約
六
古
米
附
妃
に
大
砲
裂
を
蕉
じ
.
山
膿
移
勤
し
岩
塊
は
櫨
粗
だ
混
じ
て
谷
の
斜
面
を
酒
旬
川
に
徐
々
に
下
れ

る
状
は
宛
然
弥
谷
氷
河
の
加
-
.
来
由
追
録
路
夜
営
工
事
中
最
も
難
工
事
で
あ
っ
た
｡

蓋
も
遺
志
山
塊
.rJ其
の
四
近

骨
て
故
原
田
博
士
は
日
本
地
質
構
造
論
に
於
で
迫
坂
山
脈
丹
樺
山
脱
ぎ
い
ふ
基
調
を
用

ひら
れ
た
｡

し
か
し
こ
の

仙

南
山
塊
は
地
形
井
に
地
質
構
造
上
院
別
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
て
小
川
博
士
は

追

志
山
塊
と
絶
挿
さ
れ
た
O

遺
志
山
塊
は
石
基
的
紘
軍
ゲ
中
心
に
長
軸
を
東
西
に
宥
す
る
御
坂
暦
が
橋
田~
に
之
か
焼
失

そ

の

周
園

に
は
釣
三

紀
厨
が
聴
達
し
.
両
方
は
富
士
火
山
の
噴
出
物
に
覆
は
れ
､
桂
川
鉢
谷
に
よ
っ
て
和
衷
山
脈
ビ
接
す
｡
山
塊
は
凸
両

カ
ンナ
ハ

を
北
に
向
け
南
は
濫
掘
に
近
き
形
を
宥
す
る
nJ

帥
ち
甫
斜
面
に
は
龍
坂
明
神
畔
の
南
方
よ
-
河
内
川
中
流
軸

細

附
近

‖H

及
秦
野
素
地
の
北
大
山
南
斜
面
に
通
す
る

′
紳

組
曲
ビ
局

内
川
下
溌
よ
-
菅
漸
川
を
過
ぎ
森
野
基
地
の
由

境
を
粟
ー



進
む
蘭
瀬
川
般
･JJJ
の
二
地
貌
腺
が
あ
っ
て
.紳
報
鵡
以
北
に
は
千
米
乃
至
千
七
官
米
に
近
き
大
山
'升
揮
､
蛭
嬢
.
大

I;〟
群
山
の
蕃
山
が
饗
ゆ
る
むこ
反
し
.
帥
純
孤
以
南
は
急
に
t
二
二
百

米
下
降
七
八
百
米
の
高
原
状
の
山
地
AJJ
な
J･J/
そ

の

米
軍
は
低
k,J秦
野
基
地
に
低
下
す
る
｡
秦
野
素
地
の
北
方
山
地
は
二
段
詐
わ
の
階
段
を
な
し
て
露
地
に
下
-

'
三
角

甫

Tr叫ang
u
l･
1･
[1
C
etS
は
甚
し
-
浸
蝕
さ
れ
､吐
き
出
さ
れ
た
扇
状
地
に
よ
-
基
地
を
埋
め
つ
ゝ
め
る
｡基
地
の
閣
北

四
十
八
滴
川
下
流
に
は
嘘
噂
に
援
ほ
れ
た
朕
大
な
古
き
扇
状
地
の
藤

連
を
見
る
｡
皆
瀬
川
線
以
南
は
､
兼
に
急
下
し

｡3.

で
四
百
米
以
下
の
山
地
だ
L4
-
で
酒
句
川
弥
谷
に
及
ぶ
｡
こ
の
掘
は
は
5
･

御

坂
僚
ビ
足
柄
牌
ど
の
LTl上
断
櫛

諒

ビ

1
致
し
p
於
肘
の
北
方
丘
陵
地
よ
･･C,之
を
望
め
ば
急
崖
を
な
し
て
苗
に
低
下
す
る
状
は
地
貌
上
に
於
で
も

一
倍
規
で

あ
る
｡
更
に
p
南
北
に
洗
る
ゝ
河
内
川
は
箱
根
丹
那
の
構
造
般
,̂,J
紺
係
し
.
同
じ
-
捕
執
事
弥
谷
は
泉
碍
以
北
の
伊

豆
兼
北
海
岸
線
A,J
関
係
L
p
二
宮
よ
-
秦
野
の
東
方
を
過
ぎ
て
大
山
に
通
ず
る
舘
は
中
里

一
色
光
春
野
の
罷
寄
井
に

大
山
の
山
崩
ビ
闇
係
し
.
何
れ
も
地
概
構
造
上
韮
婁
な
る
も
の
,,J
考

へ
ら
れ
る
.

山
塊
中
に
於
で
は
村
落
乏
し
-
､
統
計
上
よ
-
見
る
:̂J
き
は
地
震
に
よ
る
人
畜
死
傷
は
少
き
が
如
き
も
､
山
崩
に

-;

よ
る
山
株
の
被
客
は
決
し
て
少
か
ら
串
p丹
滞
御
料
林
の
如
き
損
害
は
基
太
で
あ
a
.
被
害
碑
に
期
薯
得
る
は

足

柄

ヒ
ラノ

髄
土
の
中

野

附
近
､
山
北
線
上
の
山
伏
峠
､
給
田
線
上
の
城
ケ
尾
峠
'
大
山
線
上
の
育
根
付
｡
札
掛
大
山
附
近
'
綻

グ
操
路
上
の
青
野
原
島
屋
宮
ケ
潮
等
の
常
部
落
で
あ
る
｡
こ
れ
等
中
卒
野
村
は
各
月
九
十
二
声
中
塾
壊
三
十
六
月
p

他
は
盆
部
宰
墜

大
山
の
山
津
浪
は
既
に
未

聞
理
学
士
の
述

べ
ら
れ
た
艦
で
あ
る
が
其
の
西
北
山
地
の
札
掛

に
於

舶
州
地
方
-こ
於
げ
ろ
九
月
一
口
及
1
月
十
五
日
り
地
だ
_こ
就
い
て

買

い

三
九



地

球

節

7
番

節
六兆

F
Ll
湖

的
0

て
ら
同
様
の
由
象
の
た
め
御
押
林
事
務
所
を
初
め
相
の
大
卒
を
流
失
し
た
｡
兼
に
龍
坂
峠
の
南
方
よ
-
明
神
峠
.和
鞘

附
近
'
秦
野
基
地
の
北
方
の
諮
部
落
及
秦
野
基
地
の
南
方
丘
鞍
上
の
諸
部
落
即
ち
速
藤
原
｡沙
口
｡境
｡原
･等
東
西
に

洩
る
部
落
に
波
音
を

見
る
は
.
地
質
軒
に
地
貌
上
山
構
造
錬
ビ
対
照
L
波
意
す

べ
き
事
貨
で
あ
ら
う
｡
道
志
山
塊
の

山
崩
に
つ
き
拙
言
す
る
に
､

7
股
に
北
又
は
酉
北
斜
面
に
崩
壊
多
-
.
苗
斜
繭
に
種
的
て
揮
級
な
る
こ
と
戊
山
地
中

川

地
を
停
-
被
覆
す
る
嘘
摘
草
は
浮
石
静
の
朋
壊
遷
し
-
山
津
浪
の
原
因
を
な
し
た
こ
亡
は
著
し
-
p
骨
で

支

那

甘

部
地
震
の
際
黄
土
が
惨
啓
を
大
な
ら
し
め
し
原
因
ど
な
っ
た
事
欝
ビ
軌
を

7
に
す
る
も
の
車

あ
る
.

四
1
滴
模
川
流
域
及
相
模
野
素
地

舶
枝
川
は
初
め
道
志
小
楯
両
山
塊
の
間
を
兼
流
し
典
湘
輝
の
兼
寿
小
原
町
よ
り
.
急
に
兼
級
商
に
晒
じ
三
ケ
木
村

に
て
進
志
川
を
併
せ
小
俳

着
生
厨
を
峡
谷
を
な
し
て
横
断
し
川
尻
相
に
て
束
南
に
.
依
血
相
に
て
商
に
折
れ
て

7
鑑

線
に
面
に
入
る
0支
流
中
津
川
は
初
め
丹
鐸
大
山
の
閥
を
東
北
に
流
れ
最
盛
倉
よ
-
俄
に
東
南
に
向
ひ
､粧
ケ
森
の
苗

A
-
凍
る

l
小
流
F/･J
共
に
厚
木
町
の
北
部
に
て
本
流
に
脅
す
O
別
に
花
水
川
は
森
野
基
地
及
伊
勢
原
附
近
の
元

を
併

せ
て
大
磯
の
楽
方
に
て
面
に
入
る
｡
舶
横
川
両
岸
､
依
知
村
以
凍
六
盟
の
問
は
低
温
な
る
平
野
で
北
部
は
幅
狭
き
も

伊
勢
原
の
南
方
よ
-
は
､
載
水
川
低
地
亡
命
し
著
し
-
酉
に
麟
が
ら
秦
野
基
地
A,J
連
-
て
東
間
の
巾
員
を
増
し
.
南

方
平
塚
藤
鐸
附
近
の
砂
丘
に
通
る
｡
舶
椋
野
は
舶
横
川
境
川
間
の
洪
叢
低
素
地
で
'
境
川
に
電
は
れ
た
る
砂
磯
静
よ



-
罷
工

北
方
は
宵
四
十
米
内
外
で
あ
る
が
漸
次
南
に
低
下
し
藤
樺
の
北
方
に
及
ぶ
J

厚
木
伊
勢
原
の
西
北
よ
-
如

湘
上
野
原
に
至
る
問
は
極
め
て
注
意
す
べ
き
地
貌
空

不
す
CT
今
.
川
尻
よ
-
和
横
川
の
痕

谷
を
西
に
遡
れ
ば
､
順
次

に
畏
色
千
枚
栗
貿
貴
君
粘
坂
岩
砂
岩
及
灘
岩
は
妓
壇
灘
厨
に
茂
は
れ
で
河
岸
に
露
出
し
.
走
向
は
湖
北
､
関

南
に

六

七
十
皮
傾
斜
す
｡
道
志
川
下
流
に
至
れ
ば
粘
板
岩
砂
岩
暦
は
走
向
は
同
機
な
る
も
傾
斜
は
東
北
に
八
九
十
比
の
急
斜

空

不
し
.
地
史
の
存
在
せ
L
を
暗
示
す
る
も
の
ゝ
如
し
｡
以
上
小
楯
石
生
唐
は
石
栗
山
よ
-
兼
南
緯
ケ
縁
に
至
る
問

に
美
し
き
断
厨
崖
ビ

7
庶
線
に
走
る
山
醗
線
亡
を
有
す
る
舘
王
妃
厨
の
た
め
に
地
下
に
捜
す
｡
こ
の
第
三
紀
府
は
六

七
南
米
の
高
圧
を
保
て
る
に
反
し
断
府
蔑
附
進
の
弐
ビ
し
て
小
潮
厨
よ
-
成
る
地
は
三
四
官
米
以
下
の
丘
陵
散
在
し

そ
の
間
は
砂
塵
瀞
に
て
寂
光
さ
れ
る
0
こ
れ
は
中
津
川
黙
谷
よ
-
奥
瀬
峰
に
至
る
閏
の
由

貌
で
明
瞭
な
る
断
層
地
貌

を
示
す
も
の
で
あ
る
｡
東
に
こ
の
線
に
藍
へ
る
内
郷
柑
北
方
の
柴
山
発
の
逃
出
は
こ
の
構
造
線
の
活
動
性
を
意
味
し

地
震
の
結
果
は
典
瀬
ト
ン
ネ

ル
内
部
か
階
波
破
壊
し
て
中
央
線
を
し
て
長
-
不
通
ど
な
ら
し
め
p
遺
志
相
に
て
は
横

洛
水
迫
貯
水
池
を
破
壊
し
蔑
多
の
座

崩
を
生
じ
愛
川
柑
草
原
に
惨
官
を
奥

へ
て
厚
木
町
に
及
ぶ
｡
こ
の
中
津
川
銀
に

平
行
し
て
存
在
す
る
撞
ケ
絞
舘
は
上
野
原
青
野
原
鳥
屋
炊
ケ
谷
小
鮎
の
.諸
相
に
山
崩
を
生
じ
.

小俳
鉱

は
小
原

町

川

和
等
に
損
嵩
か
J累

へ
た
｡
舶
横
川
低
地
に
て
は
厚
木
伊
勢
原
平
塚
を
初
め
各
村
港
殆
8,,･J
金
城
に
近
き
英
厄
を
蒙
っ
た

革
質
は
徐
I
h
に
人
口
に
胎
英
し
て
ゐ
る
｡
只
厚
木
の
北
方
緬
横
川
本
流
に
は
流
木
極
め
て
柿
な
る
に
中
津
川
に
は
洗

木
充
満
し
て
河
床
及
河
岸
に
山
謂
さ
れ
L
は
著
し
-
注
意
ttqIJ惹
き
そ
の
上

流
の
山
崩
を
想
像
せ
し
め
た
O
河
岸
に
は

州
州
地
方
に
於
け
ろ

九
用

2日
故
山月
十
五

:
り
沌

箆
.}
放

い
て

温

血

m
j



地

班

讐

懲

節
∴
舵

買

讐

恥

此
塵
彼
魔
に
淡
焼
-
焼
た
ち
井
上

時
的
の
脱
落
を
つ
-
れ
る
こ
t･JJ
は
地
震
の
欝
ら
せ
る
1
現
象
で
あ
っ
て
英
彩
を

放
っ
て
ゐ
た
O

柵
膜
野
基
地
は
大
洋
､
溝
'
廊
溝
基
他
舟
横
川
の
北
及
東
北
部
に
故
事
瞳
放
､
東
部
餌
も
小
喝

六

倉
､
中
洲
里

富
士
見
S
諸
相
に
波
音
多
-
蓬
に
戸
塚
を
損
で
久
良
岐
邦
の
北
部
を
光
束
潜
に
曇
る
ま
で
破
審
地
の

通
る
争
乱
L
jO
輩
す
る
に
由
模
川
流
域
及

舶
焼
野
基
地
の
震
音
は
閃
紅
ケ
山猫
･
中
津
川
'
小

楯
の藩
関

北

構

造

諏

Jj
:

秦
野
基
鵬
の
北
部
か
ら
兼
東
野

に
向
ふ
粟
酉
構
造
墾

紳
細
線
)
に
添
ふ
被
雷

管

U注
意
す
べ
-
槻
依
劫
以
南
平
準

に

至
る
南
北
の
被
害
は
地
盤
の
低
.糧
歌
窮
な
る
に
よ
る
も
の
で
あ
る
｡

本
竺

月
十
五
日
早
朝
舶
模
地
方
に
局
部
的
大
損
簿
を
典
へ
た
地
麓
に
就
き
て
は
､昨
銘
の
大
成
の
創
琉
未
だ
轡

孔

ざ
る
に
起
っ
た
､
め
に
豪

届
の
倒
壊
基
他
波
音
状
況
に
つ
き
て
周
到
誓
心
考
慮
を
嬰
す
る
鮎
多
き
は
勿
静
で
あ
る
が

明
和
枝
川
低
地
に
於
て
は
昨
年
の
大
蔵
省
地
望

誓
ふ
に
及
ぼ
す
政
審
小
な
-
し
地
顔

へ
は
山
際
'
鶴
ヶ
島
p
小
動
,

小
谷
等
)
に
も
被
害
摺
薯
な
る
こ
ビ
岡
場
所
に
よ
-
で
は
昨
年
の
大
農
よ
-
も
地
下
水
の
鼻
化
大
､土
砂
の
噴
出
多
蕊

で
あ
っ
LJ
こ
A,J

(田
村
披
船
場
附
近
に
は
東
北
に
向
ふ
教
機
の
平
行
せ
る
満
裂
玄
関
以
上
も
頂
き
で
泥
を
噴
出
､
又

は
ク
レ
ー
タ

ー

レ
ッ
ト
生
成
､
厚
木
町
渥
党
名
柑

依
知
柑
等
に
は
爾
回
共

土
砂
墳
聖

有
馬
相
に
は

7
月
称
に
多

義
の
藤
里

依
知
村
山
際
に
は
高

言

五
寸
周

∵
丈
,.,71qf尺
に
及
ぶ
園
統
丘
を
つ
-
つ
豊

岡
昨
年
の
被
番
地
誓
心
細
甫

海
岸

!
帯
は
被
寄
極
小
な
る
こ
三

軍
壕
の
如
き
例
家
な
し
薄

相
模
野
基
地
に
で
御
所
見
柑

惑

原
川
田
打
展
筆

､

小
出
村
(遠
藤
芹
揮
撃

式

骨
相
(胞
井
野
石
川
筆

'
俣
野
相
.中
和
田
村
等
は
昨
年
よ
-
も
却
っ
て
被
番
犬
な
る
も



の
あ
る
こ
･,J
囲
厚
木
伊
勢
原
の
酋
北
山
地
の
山
野
の
崩
壊
地
下
水
の
縫
勧
特
に
甚
し
か
J･C,し
こ
ビ
囲
被
害
地
が
西
北

ビ
東
西
t･J
に
著
し
-
延
長
す
る
こ
AiJ
等
は
注
意
す

べ
き
渚
鮎
で
あ
る
.
(

地
間
藤
撃

今
'
二
三
の
被
害
地
に
就
き
て

見
る
に
紅
ケ
獄
脱
上
に
於
て
は
青
野
原
村
は
草
城
住
家
四
十
六
月
'
山
朗
進
だ
多
-
地
下
水
盆
-
滑
れ
'
肯
ケ
瀬
煉

ケ
谷
各
村
に
で
は
牢
壊
三
十
六
月
金
塊
二
戸
'
負
傷
者
六
名
.
山
崩
の
被
啓
七
十
町
歩
に
及
び
柱
時
計
は
墜
落
す
る

も
の
も
多
か
っ
た
｡
そ
の
東
南
小
地
相
に
は
半
壊
二
着

声
土
地
に
多
-
の
亀
裂
を
生
じ
た
?
中
津
川
錬
小
価
線
上
に

於
で
も
亦
波
音
多
く
奥
潮
町
に
で
は
家
屋
の
破
損
p
時
計
の
停
止
'
墓
碑
の
倒
壊
多
-
覇
川
村
に
は
軍
規
家
屋
二
〇

五
月
.
非
水
温
濁
し
て
使
用
に
堪
へ
ず
.
鼻
名
倉
寧
原
田
代
の
諾
村
井
に
田
名
相
に
於
て
は
亀
裂
だ
崩
捜
多
-
破
塊

家
屋
多
数
p
柱
時
計
は
全
部
停
止
し
墓
碑
の
晒
倒
せ
ぬ
も
の
は
な
か
っ
た
｡
か
-
て
舶
枝
川
寧
地

一
箱
に
大
損
番
を

輿
,,J
p
藤
揮
.
片
瀬
等
に
至
れ
ば
被
害
城
小
し
各
査
潰
僕
に

1
月
に
止
ま
る
も
､
迄
に
三
浦
半
島
南
部
津
久
井
に
教

月
の
痕
家
.
武
山
相
に
寧
壊
多
数
､
衣
笠
相
に
は
柾
時
計
全
部
停
止
し
た
.

更
に
紳
舶
錦
上
の
被
番
を
見
る
に
酉
は

富
士
山
麓
玉
穂
村
に
墓
碑
の
極
倒
千
七
百
基
､
紳
純
の
北
世
附
中
川
支
倉
に
寧
晩
家
屋
十
月
を
出
し
.
秦
野
素
地
の

北
部
に
被
害
を
且
つ
ゝ
和
横
川
年
野
を
横
断
し
て
洪
精
義
地
上
の
遠
藤
打
庚
用
田
蕃
原
亀
井
野
中
肘
等
に
激
烈
を
極

め
p
栗
東
滑
方
南
の
髄
F
･
日
野
に
倒
家
敗
月
か
･.出

し
田
中
矢
部
野
等
日
ノ
下
付
に
九
十
除
声
の
半
壊
家

屋

を
生

じ

た
.
吾
人
は
両
度
の
地
震
に
よ
り
で
相
模
地
方
に
於
で
は
'
多
-
の
西
北
兼
商
館
ビ
東
西
線
が
地
震
構
造
線
E
L
で

9

桑
要
な
る
も
の
な
る
を
稚
め
得
た
が
､
更
に
明
治
二
十
年

7
月
十
五
Tii
の
和
模
地
方
の
地
震
に
つ
き
で

ー
敵

関

谷
博

州
州
地

方
に
於
け
八
九
月

.i
口
及

】

月十
:FH
の
軸
旋
に
就
い
て

翌
也

甲

品



粕

球

節

i
各

節

六粘

土
の
記
事
は
本
年

山
月
の
地
袋
に
極
め
て
緬
似
の
も
の
セ

あ
る
こ
ど
な
附
記
し
て
杏
-
0

_II-

i
.
(
.

四
e
7

蕊
.
多
摩
都
筑
丘
陵
三
浦
牛
島

多
摩
都
筑
丘
陵
は
多

煙川
塩
川
閏
の
丘
陵
で
八
王
子
の
南

方
で
は
二
肯
米
内
外
で
あ
る
が
東
商
に
向
ひ
て
漸
次
低

･.;

-
蓬
に
川
崎
の
二
二
角
洲
及
据
土
ケ
谷
月
塚
の
谷
に
絡
は
る
.
′徳
永
博
士
に
依
れ
ば
東
神
奈
川
未
着
駒
岡
作
妊
麻
生
等

の
蟻
に
は
節
三
紀
の
鹿
出
が
あ
っ
て
ュ
の
.土
は
砂
棟
樹
及
櫨
周
に
覆
は
る
0
相
模
野
洪
精
基
地
に
射
し
て
階
段
状
を

な
し
約
五
+
粟
の
高
度
を
将
す
こ
･yJ
ゝ
郡
谷
著
し
-
礎
達
し
浸
蝕
の
進
め
る
地
貌
を
薫
す
る
は
両
者
の
舶
滝
部
で
あ

る
【〕
農
事
は
東
京
糖
沿
岸
地
方
/̂J
鶴
見
川
境
川
上
流
地
方
(原
町
田
附
近
こ
./J
に
鍍
事
大
)
に
鞘
大
な
る
も
の
あ

れ
.'W

他
は
概
ね
被
害
軽
倣
p
高
津
村
(溝
ノ
ロ
)稲
村
(末
長
)向
丘
村
(長
韓
)山
内
柑
嘉

田
)都
的
柑
(弛
ノ
蓮
)柿
珪
柑
'

岡
上
柑
等
は
局
部
的
に
被
害
地
が
散
在
す
る
に
過
ぎ
ぬ
.
八
王
子
市
も
被
客
種
少
'
多
摩
川
以
北
兼
京
以
酉
の
武
蔵

野
基
地
は
兼
に
畔
微
'
兼
庶
人
王
寺
問
の
二中
火
淋
p
東
京
玉
川
間
の
玉
川
軌
道
に
は
殆
ざ
故
障
を
認
め
な
か
っ
た
･,,

鞘
も

こ
れ
等
の
地
方
は
屋
敗
充
の
擾
乱
.士
戚
壁
の
横
損
を
iiiだ
し
駿
河
の
滑
津
以
西
の
波
音
程
度
だ

比
す

べ
-
I

局
部
的
の
破
字
地
は
鈴
川
射
返
･31･,痕

ぶ
べ
き
で
あ
ら
-
｡
三
浦
隼
島
は
長
軸
を
西
北
東
南
に
有
し
こ
官
立
十
朱
以
下

の
武
山
大
楠
山
二
手
山
等
は
こ
の
方
向
に
速
-
融
声
丘
陵
性
で
あ
る
0
武
山
の
.南
方
小
出
和
潜
か
ら
宮
肘
轡
に
至
る

低
地
を
隔
て
ゝ
南
北
に
延
び
た
小
芋
島
が
あ
っ
三

二
暗
に
終
っ
て
み
る
.

隼
島
の
骨
格
を
Fつ
-
る
三
浦
厨
の
生
成
後



･

T

及
成
田
謄
(武
城
野
層
上
部
)
の
生
成
後
こ
の
年
島
に
起
っ
た

(

両
度
の
ブ

pヅク
運
動
は
寧
島
各
地
に
排
潜
1,)不
整
食

的

ビ
脊
つ
-
ら
.
卸
ふ
る
に

久

里
演
の
酉
方
よ
-
某
山
の
南
カ
ま
で
黙
々
露
出
す
る
蛇
紋
岩

閃
紘
薯
の
逃
出
を
伴
っ

て
竿
島
の
構
造
を
極
め
て
後
難
に
し
て
ゐ
る
｡
海
岸
は
東
西
の
潜
入
に
富
み
'
こ
A/J
に
横
須
賀
金
浮
間
に
於
て
は
不

規
則
の
小
出
入
多

-
'
沿
岸
に
は
幾
多
の
島
嘆
を
残
し
､
沈
没
谷

D
r,JW
ned
V

auey
存
在
し
過
去
に
於
け
る
陸
地

の
沈
降
を
物
語
-
'
而
し
て
漸
次
敏
速
し
っ
ゝ
あ
る
海
岸
小
革
野
だ
登
庁
せ
る
砂
燐
は
沿
岸
の
島
哩
だ
連
-
つ
ゝ
あ

る
を
見
ば
近
世
に
於
で
は
再
び
陸
地
の
隆
起
運
動
.,I-Jな
し
つ
ゝ
あ
る
を
思
は
し
む
.

地
震
の
被
害
は
海
岸
の
急
斜
地
に
多
-
地
形
に
閥
係
す
る
塵
大
電
-
3･J
雅
で
も
か
か
る
地
形
を
構
成
せ
し
構
造
線

に
沿
ふ
被
害
を
稚
税
す
る
こ
亡
は
出
水
な
い
｡
即
ち
東
岸
に
於
て
は
六
浦
基
材
(
釜
利
谷
三
分
)浦
郷
原
声
山
浦
町
横

須
賀
苗
浦
賀
町

に
至
る
線
'
西
岸
に
で
は
鎌
倉
町
逗
子
町
小
田
利
潤
よ
-
低
地
k
J長
滞
津
久
井
に
至
る
線
に
称
に
被

害
顕
著
で
あ
る
.
鎌
倉
附
近
に
で
は
大
棚
切
迫
を
酉
北
に
藤
輝
に
池
ず
る
常
盤
相
の
黙
谷
'
大
概
に
通
す

る
山
ノ
内

淋
谷
に
被
署
長
も
多
-
名
刺
閲
蒐
寺
建
長
寺
を
倣
捜
し
た
｡
長
谷
の
北
方
佐
介
谷
よ
-
恨
粧
坂
に
至
る
鉢
谷
に
も
崩

壊
が
多
い
.
津
久
井
に
於
て
は
海
岸
よ
-
西
北
に
向
ひ
敦
町
に
及
ぶ
亀
裂
を
生
じ
た
C
海
岸
の
隆
起
に
つ
き
で
漁
夫

波
船
場
等
に
て
推
取
せ
し
魔
を
掠
今
す
る
に
､
大
磯
三
崎
尊
に
て
ほ
大
震
後
数
日
は
七
尺
以
上
陸
地
の
隆
起
を
戚
せ

し
め
.打
が
後
漸
次
綻
醤
し
っ
ゝ
あ
る
も
の
ゝ
如
-
p現
今

二
月
初
旬
)
に
於
で
は
三
崎
及
初
華
相
克
尺
､北
す
る
に
つ

れ
て
城
少
し
逗
子
≡
尺
.
野
島
･
小
党
二
尺
乃
至

二
尺
.
江

/
島
≡
尺
5,J
禰
し
.
大
磯
は
六
尺
､
慮
田
附
近
に
で
は

州
州
粗
方
_こ
放
け
る
九
月
Jn
及
叫月
十
五
日
61抽
蟹
.｣
就
い
て

E
莞

四
五



地

球

最
初
よ
り
慶
化
を
認
め
ず
yJ
い
ふ
.

衆
p
結

鰐
l各

節
六
故

実

0

田
jg

以
上
は
葡
州
附
近
に
於
け
る
地
震
に
就
い
て
梗
概
を
運
べ
LJ
の
で
あ
る
が
'
不
串
に
し
て
和
州
は
両
度
其
激
震
の

慣
域
に
骨
つ
た
～
め
経
終
止
に
精
神
上
に
大
打
率
を
蒙
っ
た
こ
E
は
､
祝
に
想
像
以
上
で
あ
る
｡
最
後
例
敷
物
其
他

に
つ
き
て

三
日
せ
ん
に
､
倒
壊
物
は
初
期
微
動
に
よ
り
て
碇
に
倒
る
ゝ
比
棟
的
不
安
定
な
る
も
の
p
童
妻
動
に
よ
-

で
倒
る
～
箱
安
定
な
る
も
の
､
地
盤
其
他
の
影
響
に
よ
-
各
倒
壊
方
向
を
こ
E
に
す
る
た
め
振
動
方
向
を
推
定
す
る

上
に
幾
多
の
困
難
な
事
情
が
あ
る
.
平
塚
海
軍
火
薬
板
に
於
け
る
有
馬
埋
畢
士
の
談
に
▲
｢
廠
内
に
て
平
屋
を
二
階
に

改
造
せ
し
不
完
全
な
る
木
造
建
灸
は
初
濃
に
て
鑑
に
北
に
倒
れ
'
比
棟
的
安
定
な
る
門
柱
(東
商
に
)
平
屋
造
-
の
固

書
庫
(西
北
に
)其
他
の
建
築
は
東
商
又
は
閣
北
に
倒
壊
L
LJ
-
の
が
多
か
っ
た
.｣
と
あ
っ
た
｡
今
.
踏
査
中
比
較
偶

多
数
を
占
め
た
ご
恩
は
る
ゝ
倒
塊
力
向
は
伊
豆
伊
東
東
北
.
箱
根
東
商
も
小
田
原
東
北
又
は
関
南
p
於
田
小
山
東
南

又
は
西
北
七
八
王
寺
厚
木
秦
野
素
地
南
又
は
北
或
は
束
西
に
近
き
方
向
､
兼
京
の
囲
よ
-
二
子
長
津
田
附
近
西
南
'

三
浦
寧
島
北
西
又
は
兼
北
で
あ
る
0
地
鳴
-
は
初
震
前
に
は
之
を
播
か
ぬ
三
.71
ふ
者
多
き
も
平
塚
に
て
は
商
よ
-
聞

き
で
庇
に
大
農
を
威
じ
.
箱
根
町
に
で
は
濁
p
大
俣
樺
に
て
は
商
､
鈴
川
に
て
は
兼
南
に
聞
い
た
由
で
あ
る
｡

叫
月

十
五
日
の
地
震
の
倒
壊
方
向
は
滞
鞠
寺
兼
北
､小
竹
某
南
､厚
東
兼
北
.
免
井
野
西
北
'
中
田
西
北
で
あ
っ
た
.
地
場



-
は
揮
散
寺
に
て
は
十
四
日
よ
-
皮
々
韮
北
に
聞
い
た
M
l7日
ひ
'
札
掛
東
北
'
伊
勢
原
西
北
.
三
田
(厚
木
の
北
方
)

西
北
に
闘
い
た
と
い
ふ
.
飼
九
月
の
大
震
に
は
湘
南

一
帯
房
州
の

1
部
に
津
浪
を
伴
っ
た
が
1
月
の
地
震
に
は
何
等

其
の
現
象
な
し
.
こ
れ
等
の
革
質
YJ
虞
蕃
状
況
空
を
比
瞭
し
.
地
贋
構
造
上
よ
-
考
察
せ
ば
ま
要
な
る
震
央
地
帯
を

ほ
3
･

推
定
し
得
る
で
は
な
か
ら
う
か
｡
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